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今
年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
移
行
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
校
長
会
に
お

け
る
文
部
科
学
省
か
ら
の
行
政
説
明
で
も
、「
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
」
の

説
明
に
か
な
り
の
時
間
が
割
か
れ
て
い
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
考
え
方
と
し
て
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」｢

何
を
学
ぶ

か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
が｢

社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
で
す
。
そ
の
理
念
の
一
つ
目
と
し
て
、
学
校
で
決
め
た
教
育
課
程
を
家
庭
や
地
域
に
知

ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
課
程
編
成
の
ス
タ
ー
ト
段
階
か
ら
家
庭
や
地
域
も
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う
目
標
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
つ
目
の
理
念
と
し
て
、｢

求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
明
確
化
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。
教
科
は
も
ち
ろ
ん
、
総
合
的
な
学
習
や
行
事
に
つ
い

て
も
「
ど
ん
な
力
を
つ
け
た
い
の
か
」
を
再
度
吟
味
し
、
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
、
家
庭
や
地
域
の
実
情
や
願
い
を
加
味
し
て
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
、｢

問
題
な
い
か
ら
前
年
度
と
同
じ
」
で
は
十
分
な
教
育
効
果

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
も
「
つ
け
た
い
力
」
は
漠
然
と
掲
げ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
や
保
護
者
に
自
信
を
持
っ
て｢

明
確
に
」
説
明
で
き
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、｢

つ
け
た
い
力
」
を
吟
味
し
、
意
見
交
換
を
し
、｢

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
明
確
化

す
る
」
場
と
し
て
、
本
研
究
会
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
す
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
九
年
度　

山
形
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
理
事
会
に
つ
い
て

　

期　

日　

二
〇
一
九
年
七
月
三
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分

　

会　

場　

山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
・
講
堂

平
成
三
十
年
度
以
降
山
形
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
の
運
営
に
つ
い
て

◎　

七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

一�

　
山
形
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、「
平
成
二
十
一
年
度

見
直
し
検
討
委
員
会｣

に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
事
項
に
基
づ
い
て
い
る
。

□
平
成
二
十
一
年
度
見
直
し
検
討
委
員
会
に
お
け
る
確
認
事
項

　
㈠�

　
県
小
中
教
研
は
、
会
員
か
ら
の
会
費
と
そ
の
他
の
収
入
で
自
主
的
に
運
営
し
て
い

る
団
体
で
あ
る
。

　
㈡
　
県
小
中
教
研
は
、
東
北
や
全
国
の
研
究
団
体
の
構
成
団
体
で
は
な
い
。

　
㈢�

　
県
小
中
教
研
は
、
各
研
究
部
会
の
東
北
や
全
国
の
研
究
会
の
構
成
団
体
と
し
て
の

位
置
づ
け
に
は
関
与
し
な
い
。

　
㈣�

　
県
小
中
教
研
の
各
研
究
部
会
の
東
北
大
会
等
の
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
各
研

究
部
会
で
解
決
に
あ
た
る
。

　
㈤�

　
各
研
究
部
会
の
設
置
や
改
廃
に
つ
い
て
は
、
県
小
・
中
各
教
育
研
究
会
運
営
要
綱

の
組
織
に
関
す
る
事
項
の
た
め
、
各
研
究
部
会
の
部
会
長
の
意
見
を
勘
案
し
て
理
事

会
で
決
定
す
る
。

二
　
大
会
開
催
に
関
す
る
確
認

　
㈠
　
大
会
開
催
の
決
定
は
、
各
研
究
部
会
が
行
う
こ
と
。

　
㈡�

　
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
で
は
、
各
研
究
部
会
が
開
催
す
る
大
会
へ
の
事
業
補

助
金
を
、
六
年
に
一
度
支
出
す
る
。

　
㈢�

　
学
校
の
統
廃
合
と
会
員
数
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
各
研
究
部
会
で
は
、

既
存
の
東
北
大
会
等
の
開
催
県
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

東
北
各
県
研
究
部
会
と
の
意
見
交
換
を
密
に
し
、
県
内
事
情
に
あ
っ
た
東
北
大
会
等

開
催
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

　
㈣�

　
今
後
、
各
研
究
部
会
が
東
北
大
会
等
を
開
催
す
る
場
合
は
、
開
催
候
補
地
区
の
教

研
会
長
や
校
長
会
と
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。
研
究
部
会
と
地
区
は
話
し
合
い

を
持
ち
、
研
究
会
の
大
き
さ
、
提
供
授
業
等
を
勘
案
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
。

地
区
は
、
数
年
後
の
学
校
規
模
や
統
廃
合
の
動
き
を
見
な
が
ら
引
き
受
け
な
い
と
、

大
変
な
負
担
に
つ
な
が
る
。
開
催
地
区
の
正
式
決
定
は
、
研
究
部
会
と
開
催
候
補
地

区
と
の
話
し
合
い
の
も
と
に
行
う
こ
と
。

三
　
そ
の
他

　�

　
小
学
校
英
語
部
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
区
に
よ
る
状
況
が
違
う
等
か
ら
、
各
地

区
で
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
、
県
小
教
研
に
お
け
る
新
部
会
の
設
置
は
当
面
考

え
な
い
こ
と
と
し
た
。
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平成30年度　各部会の研究開催報告
◉全国大会　◎東北大会　○県大会　△協議会　

№ 部会名 方
法実施月日 会　　場

参加人数
研究テーマ 刊　行　物

小 中 他

1 国 語 △ 7.30 酒田市総合文化
センター 30 20 10 生きてはたらくことばの力をつける国語学習

2 社 会 △ 11.13 舟形小中学校 10 20
（小）�よりよい社会を形成していく力を育てる社

会科学習
（中）かかわり合い、学び合う社会科授業　

3 算 数
数 学 △ 地区ごと 創造性を育む算数・数学教育

山形県小中学校教育研
究会　算数・数学部会
報

4 理 科 △ 地区ごと 理科教育研究会報
No.175,176

5 音 楽 ◎ 11.16
酒田市立松原小
学校、酒田市民
会館希望ホール

128 84 34 つなぎ合おう　人・思い・音楽～音楽学習の楽しさを求めて～ 大会要綱・研究紀要

6 図画工作
造 形 △ 11.15 高畠町糠野目生

涯学習会館 30 30 50 いのち輝け　心に響く造形教育

7 体 育 △ 11.27 最上町富沢小 15 15 30 生きる力をはぐくむ体育学習を求めて 体育部会報44号

8 家 庭 △ 地区ごと 豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教
育

研究のあゆみ№54
家庭科部会だより№74

9
技 術
・
家 庭

◎ 11.16 米沢四中 2 186 32
よりよい生活を創造し、社会を生き抜く力を育
む授業づくり～技術・家庭科における見方・考
え方を働かせた学習指導～

大会要録、大会集録

10 英 語 △ 11.21 米沢七中 1 38 6
自ら求め、学びを高める生徒の育成
～達成感・満足感を実感できる学びの場と振り
返りの工夫～

英語教育

11 道 徳 △ 9.28
東根市さくらん
ぼタントクルセ
ンター

22 81 29 道徳教育の新たな充実を目指して 大会要項　研修資料

12 生 活
総 合 △ 小：11.7

中：11.9
寒河江白岩小 30 小：�生き生きと学ぶ子どもたちを育む地域素材

の魅力
中：自己の生き方を問う主体的な学びの創造

総合的な学習部会部会
報鶴岡一中 5

13 特 別
活 動 ◎ 11.14～15

ニューグランド
ホテル、新庄萩
野学園

98 60 20 集団の一員として目的意識を持ち、自主的に活動する子どもを育てる特別活動 研究紀要

14 書 写 △ 11.26 山形教育用品本
社 14 17 2 新学習指導要領が目指す国語科書写とは何か 研究紀要「書研」

15 進 路
指 導 △ 11.16

東根さくらんぼ
タントクルセン
ター

17
未来を拓く力を育てる
～自分を見つめ、共に生きる力を育むキャリア
教育をめざして～

研究紀要「進路」26号

16 メディア
教 育 △ 11.13 新庄日新中 93 豊かな学びを支えるメディア教育 要項、指導案・研究の

まとめ集

17 図書館教 育 △ 地区ごと 夢・心・学びをはぐくむ学校図書館活用教育の
推進

学校図書館だより68号
読書感想文集55号

18 新 聞
教 育 △ 8.6

鶴岡市第三学区
コミュニティセ
ンター

20 8 1 基礎から学ぼう　ワンランクアップの新聞づく
り

第１分科会第２分科会
講習資料
新聞コンクール優秀紙

19
特 別
支 援
教 育

△
【知・情】
８月
【言】
８月

庄内

山形市
（担当：最上）

【知・情】
〔小204、中
41、他32〕
【言】
〔小55、他7〕

【知】�一人一人の個性を伸ばし、生きる力を育て
る支援の在り方

【情】�人とかかわる力を育む指導のあり方はどう
あればよいか

【言】�子どもをみつめ、ことばと心を育むための
指導はどうあればよいか

会報９号
部会毎の研究集録

20
へき地
・
小規模

◎ 10.4～5
本合海小・升形
小、八向中、新
庄市民プラザ

127 42 22
「ふるさとで心豊かに学び、新しい時代を切り
拓く子どもの育成」～へき地・小規模・複式学
級を有する学校の特性を生かした学校・学級経
営と学習指導の深化・充実を目指して～

かたくりの花

21 養 護 △ 8.2 高畠町立高畠中
学校 180 81 73 学校保健の推進と養護教諭の役割～専門性の共有と実践力の向上をめざして～ あしあと49集

22 学 校
事 務 △ ①7.27

②９～11月

①山形テルサ　
　�公立小中学校
事務職員研究
協議会夏季研
修会
②�地区ブロック
研究会

①251
②60~120
（地区毎）

未来を拓こう！子どもの育ちを支援する学校事
務
～連携・協働でつくる次世代の学校～

各地区研究のまとめ
会報「事務Tea�Time」
メールマガジン
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平成31年度　各部会の研究開催報告
◉全国大会　◎東北大会　○県大会　△協議会　

№ 部会名 方
法実施月日 会　　場

参加人数
研究テーマ 刊　行　物

小 中 他
1 国 語 △ 未定 最上 30 20 10 生きてはたらくことばの力をつける国語学習

2 社 会 △ 未定 北村山 20 20 よりよい社会を形成していく力を育てる社会科
学習 県・社・研

3 算 数
数 学 △ 地区ごと 創造性を育む算数・数学教育

山形県小中学校教育研
究会　算数・数学部会
報

4 理 科 △ 地区ごと 理科教育研究会報
No.177,178

5 音 楽 △ 地区ごと 未定 県音連機関誌
「カンタービレ」

6 図画工作
造 形 △ 11.25 山形市中央公民

館 50 50 60 いのち輝け　心に響く造形教育

7 体 育 △ 11月 最上 50 生きる力をはぐくむ体育学習を求めて 体育部会報45号

8 家 庭 △ 地区ごと 豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教
育

研究のあゆみ55
家庭科部会だより75

9
技 術
・
家 庭

△ 地区ごと よりよい社会を創造し、社会を生き抜く力を育
む授業づくり

10 英 語 △ 11月 酒田三中
（仮）３年間を見通した中学校英語教育の在り方
を探って～Can�Doリストの活用を通して（小
中連携の視点を含めて）~

英語教育

11 道 徳 △ 9.27 東根市神町中 20 60 10 考えを交流し、学びを深める生徒の育成 大会要項及び指導案集
等

12 生 活
総 合

○ 10.18 河北町北谷地小 50 生き生きと学び続ける北谷地っ子をめざして
（仮）

△ 未定 鶴岡一中 13 総合的な学習部会部会
報

13 特 別
活 動 △ 12.3 鶴岡市内小中学

校 30 30 10 集団の一員として目的意識を持ち、自主的に活動する子どもを育てる特別活動 研究紀要、研究集録

14 書 写 △ 11.7～8 東北大会（仙台
市）参加 一人一人に生きて働く力を育む書写指導 研究紀要「書研」

15 進 路
指 導 地区ごと

16 メディア
教 育 ◎ 10.9

新庄日新小・日
新中・わくわく
新庄

230 豊かな学びを支えるメディア教育 要項、指導案・研究の
まとめ集

17 図書館教 育 ◎ 11.7～8
酒田十坂小、酒
田東部中、酒田
光陵高、東北公
益文科大

150 50 50 豊かな心をはぐくみ、深い学びを支える学校図書館の創造～未来につながる“ことば”の力～
研究紀要
研究集録

18 新 聞
教 育 △ 8.6 酒田市文化セン

ター 20 10 1 基礎から学ぼう　ワンランクアップの新聞づく
り

分科会講習資料
新聞コンクール優秀紙

19
特 別
支 援
教 育

△
【地・情】
８月
【言】
７月

【知・情】
置賜
【言】
山形
（担当置賜）

【知・情】
〔小220、中
50、他50〕
【言】
〔小60、他10〕

【知】�一人一人の個性をのばし、生きる力を育て
る支援の在り方

【情】�人とかかわる力を育む指導のあり方はどう
あればよいか

【言】�子どもを見つめ、ことばと心を育むための
指導はどうあればよいか

会報10号
部会毎の研究集録

20
へき地
・
小規模

△ 地区ごと ふるさとに夢や誇りを持って、未来の創り手と
なる心豊かな子どもの育成 かたくりの花

21 養 護 △ 7.31 新庄市民プラザ
新庄市民会館 200 90 70 学校保健の推進と養護教諭の役割 あしあと50集

22 学 校
事 務 △ ①8.2

②10.11

①山形テルサ　
　�公立小中学校
事務職員研究
協議会第３回
研究大会
②新庄市民プラザ
　�公立小中学校
事務職員研究
協議会秋期セ
ミナーin最上

①350
②160

未来を拓こう！子どもの育ちを支援する学校事
務～連携・協働でつくる次世代の学校

研究のまとめ
会報「事務Tea�Time」
メールマガジン
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〈参考〉 平成31年度以降研究大会長期計画
＊東北・全国大会の研究団体に加盟している部会　

（◉全国大会・東北大会・県大会　◎東北大会・県大会　○県大会　△地区協議会）　

年度
　　　　　　

開催
№　��部会名� 地区

31年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区

１ ＊�国　 　 語 小中 △ 最 北 ◎ 最 北 △ 置 賜 △ 村 山 ○ 村 山 △ 山 形

２ ＊�社 　 　会 小中 △ 最 北 △ 最 北 ○ 最 北
（北村山） △ 西 置 賜 △ 置 賜 △ 置 賜

３ ＊�算数・数学 小中 △ ４ 地 区 △ ４ 地 区 △ ４ 地 区 ◎ 東村山・上山 △ ４ 地 区 △ ４ 位 区

４ ＊�理 　 　科 小中 △ △ △ △ ◎ 置 賜 △

５ ＊�音 　 　楽 小中 △ ４ 地 区 △ ４ 地 区 △ ４ 地 区 △ ４ 地 区 ○ 山 形 ◎ 山 形

６ ＊�図画工作・造形 小中 △ 山 形 △ 北 村 山 △ 田 川 △ 西 置 賜 ◎ 上 山 △ 最 上

７ ＊�体 　 　育 小中 △ 最 上 ○ 最 上 △ △ ◉ 山 形 △ 未 定

８ ＊�家 　 　庭 小 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 庄 内 ◎ 庄 内 △ 各 地 区

９ ＊�技術・家庭 中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 最 上 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◉ 村  山

10 ＊�英 　 　語 中 △ 酒田・飽海 △ 西 村 山 ◉ 山 形 △ 長井・西置賜 △ 鶴岡・田川 △ 北 村 山

11 ＊�道 　 　徳 小
中 △ 北 村 山 △ 山 形 △ 山 形 ◎

◉ 山 形 △ 庄 内 △ 庄 内

12 ＊�生活・総合 小
中

○
△

西 村 山
鶴岡・田川

△
○ 鶴岡・田川 ○

△
置 賜
酒田・飽海

△
△

酒田・飽海
酒田・飽海 ◎ 酒田・飽海 △

△
最 北
置 賜

13 ＊�特 別 活動 小
中 △ 鶴岡・田川 △ 鶴岡・田川 △ 酒田・飽海 ○ 酒田・飽海 ◎ 酒田・飽海 △ 米 沢

東 置 賜

14 ＊�書 　 　写 小中 △ 村 山 △ 村 山 △ 村 山

15 ＊�進 路 指導 中 ◎ 村 山 △ 庄 内 △ 置 賜

16 ＊�メディア教育 小中 ◎ 最 北 △ 村 山 △ 村 山 △ 飽 海 ○ 飽 海 ◎ 飽 海

17 ＊�図書館教育 小中 ◎ 庄 内 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区

18 新 聞 教 育 小中 △ 酒田・飽海 △ 新庄・最上 △ 鶴岡・田川 △ 酒田・飽海 △ 新庄・最上 △ 鶴岡・田川

19 ＊�特別支援教育 小中 △ 【知・情】置賜
【言】置賜 ◎ 村 山 △ 【知・情】最北

【言】庄内 △ 【知・情】庄内
【言】置賜 △ 【言】最北 △ 【知・情】村山

【言】西村山

20 ＊�へき地・小規模 小中 △ △ △ ◉ 山形・各地 △ △

21 養 　 　 護 小中 △ 最 北 △ 村 山 △ 庄 内 △ 置 賜 △ 最 北 △ 庄 内

22 ＊�学 校 事務 小中 △ △ △ ○ 山 形 △ △

☆地区名については、各部会によって決められており、それぞれ異なります。
☆� 地区名 �には、研究大会補助金が配分されます。

　研究大会補助費配分部会数
◉�全 国 大 会 　　　中１ 小１・中２ 　　　中１

◎�東 北 大 会 小２・中２ 小２・中３ 小２・中１ 小５・中４ 小１・中１

○�県 大 会 小１・中１ 小１・中１ 小１・中１ 　　　

合　　　　　計 小２・中２ 小３・中４ 小１・中２ 小４・中４ 小５・中４ 小１・中２


